
10 時～18 時

■
男
女
共
同
参
画
推
進
ハ
ー
モ

ニ
ー
セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
登
録

説
明
会
に
つ
い
て

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は

男
女
共
同
参
画
の
学
習
等
を
行

う
団
体
を
登
録
し
、
定
期
的
に

活
動
す
る
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
27
年
度
利
用
団
体
登
録

説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
団
体
登
録
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
1
月
28
日
（
水
）
19
時

か
ら
。

場
所　
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室

■
普
通
救
命
講
習
会

「
も
の
よ
り
も　

確
か
な
備
え

救
急
法
」
愛
す
る
命
を
守
り
た

い
!

内
容　
成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生

法
（
A
E
D
含
む
）、
止
血
法
・

異
物
除
去
な
ど
。

日
時　
1
月
17
日
（
土
）
13
時

〜
16
時

場
所　
市
消
防
本
部
2
階
講
堂

定
員　

30
人
（
市
内
在
住
・
在

勤
の
方
優
先
）

募
集
期
間　

1
月
16
日
（
金
）

ま
で
。
受
付
時
間
は
、
9
時
〜

17
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）。

■
各
種
試
験
の
案
内

①
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類　
甲
種
、乙
種
（
第

1
類
〜
第
6
類
）、
丙 

種

試
験
日　
2
月
22
日
（
日
）

試
験
会
場　
琉
球
大
学
、
北
部

農
林
高
等
学
校
、
八
重
山
農
林

高
等
学
校
、
宮
古
工
業
高
等
学

校
、
南
部
農
林
高
等
学
校

願
書
受
付
期
間　
【
書
面
申
請
】

1
月
16
日
（
金
）
〜
23
日
（
金
）

【
電
子
申
請
】
1
月
13
日
（
火
）

〜
20
日
（
火
）

②
消
防
設
備
士
試
験
に
つ
い
て

試
験
の
種
類

甲
種
（
特
類
、
第
1
類
〜
第
5

類
）・乙
種
（
第
1
類
〜
第
7
類
）

試
験
日　
3
月
8
日
（
日
）

試
験
会
場　
琉
球
大
学
、
八
重

山
農
林
高
等
学
校

願
書
受
付
期
間　
【
書
面
申
請
】

1
月
30（
金
）〜
2
月
6
日（
金
）

【
電
子
申
請
】
1
月
27
日
（
火
）

〜
2
月
3
日
（
火
）

①
②
の
願
書
配
布
場
所　
各
消

防
本
部
予
防
課
、
沖
縄
県
宮
古

事
務
所
総
務
課
、
沖
縄
県
八
重

山
事
務
所
総
務
課
、
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部
、

離
島
の
場
合
は
各
町
村
役
場

①
②
の
願
書
受
付
方
法　

消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送

（
締
切
日
の
消
印
有
効
）
ま
た

は
直
接
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
電
子
申
請
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
一
般
財
団
法
人
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の
講

話
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。

試
食
（
保
護
者
の
み
）。

日
時　
2
月
6
日
（
金
）
13
時

30
分
〜
16
時
（
13
時
か
ら
受
付
）

対
象　

4
か
月
〜
8
か
月
の
乳

児
を
持
つ
保
護
者
（
市
内
在
住
）

募
集
期
間　

2
月
3
日
（
火
）

ま
で
。

※
ゆ
っ
く
り
講
話
を
聴
く
た
め

に
、
お
子
さ
ん
は
預
け
て
来
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

内
容　

食
事
と
健
診
結
果
と

の
関
連
や
食
事
の
選
び
方
、
妊

婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
、
赤

ち
ゃ
ん
人
形
抱
っ
こ
体
験
、フ
ー

ド
モ
デ
ル
コ
ー
ナ
ー
、
交
流
タ

イ
ム
な
ど
。

日
時　
2
月
22
日
（
日
）
9
時

〜
12
時

対
象　
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
方
（
市
内
在
住
）

募
集
期
間　

2
月
19
日
（
木
）

ま
で
。

■
乳
幼
児
歯
科
教
室
の
お
知
ら
せ

親
子
で
歯
っ
ぴ
ー
講
座
〜
お
口

の
発
達
と
む
し
歯
予
防
〜

内
容　
妊
娠
中
の
お
口
の
ケ
ア

や
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
む
し
歯

予
防
、
お
口
の
発
達
等
に
つ
い

て
。

日
時　
2
月
12
日
（
木
）
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

対
象　
妊
婦
、
0
〜
3
歳
頃
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族
、
興

味
の
あ
る
方

費
用　
無
料

講
師　

歯
科
医
師　

崎
濱 

秀

海
氏
（
サ
ザ
ン
歯
科
ま
え
だ
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

「
生
活
習
慣
が
関
わ
る
病
を
知

る
〜
う
つ
病
と
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
〜
」

内
容　

う
つ
病
と
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
つ
い
て
の
講
演
会

（
症
状
や
受
診
の
仕
方
、
治
療
・

予
防
な
ど
に
つ
い
て
）。

日
時　
1
月
20
日
（
火
）
14
時

〜
16
時

講
師　

医
師　

大
田 

裕
一
氏

（
平
安
病
院
院
長
）

そ
の
他　
講
話
の
中
に
あ
な
た

や
あ
な
た
の
大
切
な
人
た
ち
が

活
き
活
き
と
暮
ら
す
た
め
の
ヒ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

■
一
般
健
康
相
談

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
心
身

の
健
康
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い

て
保
健
師
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
対
応
。

日
時　
毎
週
水
・
金
曜
日
10
時
〜

12
時
（
祝
祭
日
除
く
）

対
象　
市
内
在
住
者　

費
用　
無
料

必
要　
健
診
結
果
や
親
子
健
康

手
帳
な
ど
。

申
込　
実
施
日
の
前
日
ま
で
に

（
予
約
者
優
先
）。

■
平
成
26
年
度
第
Ⅲ
期
常
設
展

「
華
や
ぐ
宴
〜
漆
器
で
う
と
ぅ

い
む
ち
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時 

1
月
10
日
（
土
）
14
時

か
ら
。

費
用　

一
般
1
5
0
円　

大

学
生
1
0
0
円
、
高
校
生
以

下
無
料

■
企
画
展
示
室

第
15
回
浦
添
市
小
中
学
校
美
術

作
品
展

日
時　
1
月
12
日
（
月
）
ま
で
。

費
用　
無
料

■
実
習
教
室
「
金
繕
教
室
」

内
容　

割
れ
た
り
欠
け
た
り
し

た
陶
器
を
漆
を
使
い
修
理
す
る
。

期
間　

2
月
7
日
（
土
）
〜
3

月
7
日
（
土
）
※
毎
週
土
曜
日

14
時
〜
16
時

費
用　
3
，
0
0
0
円
程
度

募
集 

1
月
6
日
（
火
）
〜
23
日

（
金
）
ま
で
。

そ
の
他　

詳
細
に
つ
い
て
は
美

術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
お
は
な
し
の
部
屋

テ
ー
マ　
羊
の
お
は
な
し　

日
時　
1
月
10
日
（
土
）
15
時

30
分
〜
16
時　

場
所　
か
た
り
の
部
屋

対
象　
4
歳
以
上

そ
の
他　
「
お
は
な
し
の
木
の

会
」
に
よ
る
語
り
聞
か
せ
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
。

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な

し
会

テ
ー
マ　
お
笑
い
福
来
る

日
時　
1
月
18
日
（
日
）
15
時

30
分
〜
16
時　

場
所　
か
た
り
の
部
屋

そ
の
他　
図
書
館
職
員
に
よ
る

絵
本
等
の
読
み
聞
か
せ
。

■
お
は
な
し
の
た
か
ら
箱

テ
ー
マ　
沖
縄
・
浦
添
の
民
話
、

節
分
の
お
は
な
し

日
時　
1
月
25
日
（
日
）
15
時

30
分
〜
16
時

場
所　
か
た
り
の
部
屋

そ
の
他　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
民
話
や
絵
本
等
の
読

み
聞
か
せ
。

■
英
語
の
お
は
な
し
会

日
時　
2
月
3
日
（
火
）
16
時

〜
16
時
30
分

場
所　
か
た
り
の
部
屋

そ
の
他　

国
際
交
流
員
ク
ッ

ク
・
マ
リ
コ
氏
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
。

■
ア
メ
リ
カ
映
画
上
映
会

映
画　
『
42
』

日
時　
1
月
17
日
（
土
）
14
時

〜
16
時

場
所　
2
階
視
聴
覚
室

そ
の
他　
英
語
音
声
・
日
本
語

字
幕
付
き
。

■
ミ
ニ
英
会
話
「
Ｆ
ｕ
ｎ
！

Ｆ
ｕ
ｎ
！
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
」

内
容　
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
外
国

人
講
師
と
英
会
話
を
楽
し
む
。

日
時　
①
2
月
7
日
（
土
）
②

3
月
7
日
（
土
）
15
時
30
分
〜

16
時
30
分

場
所　
2
階
視
聴
覚
室

対
象　
小
学
生
以
上

定
員　

15
人
（
申
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）

申
込
期
間　

1
月
29
日
（
木
）

ま
で
。

※
メ
ー
ル
ま
た
は
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
で
受
付
。

◆
休
日
の
ご
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ

ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
休
日
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
検
索
・
予
約
は
可
能

で
す
。

■
各
種
講
座
募
集

申
込
方
法　
電
話
・
窓
口
に
て

1
月
9
日
（
金
）
〜
16
日
（
金
）

受
付
（
先
着
順
）

■
デ
ジ
カ
メ
基
礎
（
初
級
）
講
座

内
容　
デ
ジ
カ
メ
の
基
本
的
な

機
能
を
学
び
、
撮
影
・
編
集
の

基
礎
を
学
ぶ
。

日
時　

1
月
21
日
（
水
）・
23

日（
金
）・28
日（
水
）・30
日（
金
）・

2
月
4
日
（
水
）
の
全
5
回

 

14
時
〜
16
時

場
所　

中
央
公
民
館
（
パ
ソ
コ

ン
室
）　

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

費
用　
無
料
（
材
料
費
５
０
０

円
）

定
員　
10
人

■
星
空
教
室
2

内
容　
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
冬

の
星
座
を
中
心
に
観
測
す
る
。

日
時　
1
月
24
日
（
土
）
19
時

〜
21
時

場
所　
う
ら
そ
え
織
サ
ン
シ
ル

ク
駐
車
場
（
集
合
場
所
）

対
象　
市
内
在
学
・
在
住
の
親
子

費
用　
無
料

定
員　
親
子
15
組

■
各
種
講
座
募
集

期
間　

1
月
7
日
（
水
）
9
時

か
ら
。

　
■
大
根
使
い
切
り
「
大
根
も
ち

他
」

日
時　

1
月
23
日
（
金
）　

10

時
〜
13
時

費
用　

３
５
０
円
（
材
料
費
、

保
険
代
）

定
員　
10
人

必
要　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
。

 

浦
添
市
男
女
共
同
参
画
推
進

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
8
7
4
―
5
7
1
1
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浦
添
消
防
本
部

☎
8
7
5
―
0
1
0
5

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
・
F
A
X
8
6
1
―
3
1
9
6

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
1

月
1
日
（
木
）
〜
3
日
（
土
）、

13
日
（
火
）

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎
8
7
9
―
5
5
0
3

浦
添
市
立
図
書
館

☎
8
7
6
―
4
9
4
6

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
1
日

（
木
）
〜
3
日
（
土
）、30
日
（
金
）

浦
添
市
美
術
館

☎
8
7
9
―
3
2
1
9

休
館
日 

　
毎
週
月
曜
日

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
8
7
5
―
2
1
0
0

『男だってつらいよ』
　「男らしさ」を求められて、息苦しく感じていませんか。
　人々の意識の中に長い時間をかけて形づくられてきた性別
に基づく「固定的性別役割意識」は、時代とともに変化してい
きます。しかし11月に内閣府が発表した世論調査によると、
「夫は仕事、妻は家庭」と考える人が44.6％に上り、依然として
このような意識が根強く残っていることが明らかとなりまし
た。
　固定的性別役割意識は、時として男性にとって重荷となりま
す。「男が家庭を支えなければ」「男が弱音を吐くな」「男のくせ
に…」などと「男らしさ」を意識するあまり、自分の健康よりも
仕事を優先しがちです。女性に比べ、不安や悩みを相談するこ
とができない男性も多くいます。
　男性だって弱音を吐いていいのです。新しい年、少し価値観
を変えて、「男らしさ」「女らしさ」にとらわれず「自分らしい」
豊かな人生を考えてみましょう。

問い合わせ
浦添市男女共同参画推進ハーモニーセンター
☎874-5711

喋々喃々
喋々喃々とは男女が打ち解けて楽しそうに語りあっている様子
を意味する四字熟語

ちょうちょうなんなん


